
Ｒ４年度採用職員                          

 

【消防士になってみて】                             

消防の仕事は、間違いはあっても正解がないところが深いなと感じました。１つの現場でも、

隊長が複数の選択肢から 1 つを選択し、隊員に指示し、消火・救出・搬送等を行っています。

どんな現場でも、その判断が市民の命に直結する責任重大なものです。その分、やりがいはと

てもあります。市民の生命・身体・財産を守れるように日々精進していきます。 

 

【目指す消防士】                                

現場活動において、傷病者やその家族に寄り添い、信頼される消防士を目指します。そのた

めに日々の訓練や現場活動から、より多くのことを吸収し、知識・技術・体力を身に着け、消防

人としてのスキルアップに努めます。また、それだけでなく、「傷病者やその家族が何を訴え、

現場活動中、次に求められるものは何なのか」広い視野で周りを見ることができるように、平

時から上司が求めていることを考え、行動に移し、自分の成長に繋げていきます。                            
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【消防士になってみて】                             

 初任教育を終え、実際の現場を経験してみて訓練とはまた違う緊張感があり、消防という仕

事の重大さを感じました。１分１秒を争う場面でミスがあっては人助けできません。そのため

にも、日々の訓練をひとつひとつ大切にし、上司や先輩方から様々なことを学び、自分自身の

成長に繋げられるように益々精進していきたいです。 

 

【目指す消防士】                                

救急、火災、救助など数多くの場面で活躍し、臨機応変に柔軟な対応ができる消防士を目指

します。女性職員が少ない職業ではありますが、女性特有の疾患や子供への対応など女性なら

ではの強みがたくさん活かせる職業でもあります。 

さまざまな経験を積んで冷静かつ的確に判断でき、市民の方々に安心と安全を届けられるよ

う日々勉強し、訓練に励んでいきます。 
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【採用から現在を振り返って】                          

私はこの２年間で火災、救急、救助など様々な現場を経験し、成長することができました。 

自分の経験不足や力不足を感じる場面もありましたが、上司や先輩方からの教えを吸収して次

の現場では同じミスをしないように訓練に取り組んでいました。少しでも坂出市消防の力にな

り、市民の方から信頼される消防士になるため、日々の訓練に励んでいます。 

これまでに得た知識や技術を磨くことはもちろんですが今まで以上に経験を積み、迅速かつ

的確な活動をし、日々精進することを心がけていきたいです。 

体力づくりと基礎訓練は、すべての基本となると同時に現場でパニックにならないようにす

るためにも体に覚えこませることを重要視して、さまざまな現場に対応できる能力を身に着け

ていきます。 

 


